
 

 

 

令
和
六
年
度 

 

武
蔵
野
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
科 

博
士
後
期
課
程 

 

入
学
試
験
問
題 

 

（ 

三
月
十
日 

） 

【
小
論
文
】 

 

中
村
三
春
『
ひ
ら
が
な
の
天
使 

谷
川
俊
太
郎
の
現
代
詩
』
か
ら
抜
粋
し
た
別
紙
の
文
章
を
読
み
、
設
問
①
と
②
に
答
え
な
さ
い

（
あ
わ
せ
て
１
２
０
０
字
程
度
で
）
。 

 

設
問
① 

傍
線
部
「
こ
の
よ
う
な
沈
黙
に
ま
つ
わ
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
意
味
を
説

明
し
な
さ
い
。 

 

設
問
② 

谷
川
俊
太
郎
の
現
代
詩
を
作
曲
家
で
現
代
音
楽
家
の
ジ
ョ
ン
ケ
ー
ジ
と
の
関
係
に
お
い
て
論
じ
た
本
文
を
参
考
に
し
て
、

異
な
っ
た
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
の
間
に
み
ら
れ
る
関
係
性
に
つ
い
て
、
自
身
の
専
門
分
野
に
引
き
つ
け
て
論
述
し
な
さ
い
。
と
り
あ
げ

る
事
例
に
つ
い
て
は
時
代
も
ジ
ャ
ン
ル
も
問
わ
な
い
が
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
比
較
考
察
す
る
こ
と
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博
士
後
期
課
程Ⅲ

期 
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氏  名 
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